
リハビリテーション科学部理学療法学科カリキュラムツリー

（2019年度以降入学生適用）  北海道医療大学　三方針
　入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） に基づき、入学から学位授与（卒業）までの『学び

　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） の過程』と、その『学びと仕事（理学療法士）への

　学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 繋がり』を表に示しています。
 ｝

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

英語Ａ

入学者受け入れの方針
（アドミッション・ポリシー）

高

校

卒

業

／

高

校

の

学

び

情報処理演習

医療倫理コミュニケーション実践論

日本語の表現（選）多職種連携入門

リハビリテーション概論

物理学 基礎数理

運動科学演習Ⅰ・Ⅱ

解剖学Ⅰ・Ⅱ 生理学Ⅰ・Ⅱ

運動学Ⅰ・Ⅱ 医学概論

理学療法概論

生理学実習

臨

床

実

習

Ⅰ
（

見

学

実

習

）

医療コミュニケーション

障がい者当事者論

日常生活動作学Ⅰ・Ⅱ

内科学

薬理学

神経学

人間発達学

精神医学Ⅰ

病理学 整形外科学

公衆衛生学

臨床心理学小児科学

運動療法学Ⅰ・Ⅱ

理学療法基礎評価学Ⅰ・Ⅱ

義肢装具学Ⅰ

解剖学実習

運動学実習

臨

床

実

習

Ⅱ
（

検

査

測

定

実

習

）

基礎統計学

多職種連携論

地域包括ケア論（選）

積雪寒冷地の生活と諸問題（選）

地域理学療法学

地域理学療法学演習

義肢装具学Ⅱ

内部障害理学療法学Ⅰ・Ⅱ

画像評価学

発達障害理学療法学

物理療法学

神経障害理学療法学

骨関節障害理学療法学

理学療法研究法

理学療法研究セミナーⅠ

骨関節障害理学療法学演習

神経障害理学療法学演習

発達障害理学療法学演習

内部障害理学療法学演習

臨

床

実

習

Ⅲ
（

総

合

臨

床

実

習

）

理学療法管理・運営論

理学療法総合講義

理学療法研究セミナーⅡ

臨

床

実

習

Ⅳ

／

Ⅴ
（

総

合

臨

床

実

習

／

地

域

ケ

ア

実

習

）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

全学教育科目（教養／健康・運動科
学／外国語／情報科学／自然科学） 全学教育科目（導入／医療基盤） リハビリテーション基礎科目 理学療法専門科目 実習／演習系科目

ＤＰ１

生命の尊厳と人権の尊重を基本とした幅広い教養、豊かな人間性、高い倫理観と
優れたコミュニケーション能力を身につけている。

ＤＰ４

関係職種と連携し、質の高いチーム医療の実践的能力を身につけている。

ＤＰ２

最新のリハビリテーション科学を理解し、保健・医療・福祉をはじめとするさま
ざまな分野において科学的根拠を有する専門技術を提供できる能力を身につけて
いる。

ＤＰ３

理学療法士として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、障害
の発生が予測される人、さらにはそれらの人々が営む生活に対して、地域包括ケ
アの視点から適切に対処できる実践的能力を身につけている。

ＤＰ６

社会の変化や科学技術の進歩に対応できるよう、常に専門領域の検証と、積極的
な自己研鑽および理学療法科学の開発を実践できる能力を身につけている。

学
士
（
理
学
療
法
学
）
の
学
位
授
与
／
大
学
卒
業

理
学
療
法
士
国
家
試
験

学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ）

大

学

入

学

／

大

学

の

学

び

英語コミュニケーションＡ

社会保障制度論

栄養学

リハビリテーション医学

ＤＰ５

国際的および地域的視野を有するリハビリテーションの専門家として活躍できる
能力を身につけている。

科学技術社会と倫理（選）

哲学入門（選）

文化人類学（選）日本の文学（選）

経済学入門（選）

医療の法学（選）社会学入門（選）

英語Ｂ（選）

英語コミュニケーションＢ（選）

中国語（選） 韓国語（選）

フランス語（選） ドイツ語（選）

物理学 生物学（選）

化学（選）

哲学入門（選）

文化人類学（選）

経済学入門（選）

医療の法学（選）

英語Ａ

生物学（選）

化学（選） 高次脳機能障害学（選）

精神医学Ⅱ（選）

リハビリテーション概論

理学療法特講Ⅰ～Ⅴ（選）

整形外科学 内科学 神経学

高次脳機能障害学（選）

小児科学

精神医学Ⅰ 精神医学Ⅱ（選）

リハビリテーション医学

国際社会福祉論（選） 国際協力と理学療法（選）

心理学（選）

生命科学（選）

医療数学入門（選）

医療物理入門（選）

医療生物入門（選）

生活環境論（選）



リハビリテーション科学部理学療法学科カリキュラムツリー

（2018年度以前入学生適用）  北海道医療大学　三方針
　入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） に基づき、入学から学位授与（卒業）までの『学び

　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） の過程』と、その『学びと仕事（理学療法士）への

　学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 繋がり』を表に示しています。

１年次 ２年次 ３年次

 ｝

４年次

英語Ⅰ(Ａ)

入学者受け入れの方針
（アドミッション・ポリシー）

高

校

卒

業

／

高

校

の

学

び

情報処理演習

生命科学 選択科目群

医療倫理 コミュニケーション実践論

日本語の表現 個体差健康科学

選択科目群

リハビリテーション概論

心理学 物理学 基礎数理

運動科学演習 選択科目群

解剖学Ⅰ・Ⅱ 生理学Ⅰ・Ⅱ

運動学Ⅰ 医学概論

理学療法概論 基礎理学療法学

生理学実習

臨

床

実

習

Ⅰ
（

見

学

実

習

）

英語Ⅰ(Ｂ) 選択科目群

医療コミュニケーション

理学療法評価学総合演習

メディカルカフェをつくる（選）

障がい者当事者論

日常生活動作学Ⅰ・Ⅱ

運動生理学 内科学 老年学

運動学Ⅱ 神経学 人間発達学

病態運動学 精神医学 病理学

整形外科学 公衆衛生学

臨床心理学 小児科学

選択科目群 運動療法学Ⅰ・Ⅱ

理学療法基礎評価学Ⅰ・Ⅱ

義肢装具学Ⅰ

解剖学実習

理学療法英文原著読解

運動学実習

臨

床

実

習

Ⅱ
（

検

査

測

定

実

習

）

選択科目群

基礎統計学

理学療法治療学総合演習

多職種連携論

地域包括ケア演習（選）

積雪寒冷地の生活と諸問題

保健医療福祉論 選択科目群

地域理学療法学 生活環境論

地域理学療法学演習

義肢装具学Ⅱ 選択科目群

内部障害理学療法学 画像診断学

発達障害理学療法学 物理療法学

神経障害理学療法学

骨関節障害理学療法学

理学療法研究法

理学療法研究セミナーⅠ

骨関節障害理学療法学演習

神経障害理学療法学演習

発達障害理学療法学演習

内部障害理学療法学演習

臨

床

実

習

Ⅲ
（

総

合

臨

床

実

習

）

理学療法管理・運営論

理学療法総合講義

選択科目群

理学療法研究セミナーⅡ

臨

床

実

習

Ⅳ

／

Ⅴ
（

総

合

臨

床

実

習

／

地

域

ケ

ア

実

習

）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

全学教育科目（教養／健康・運動科
学／外国語／情報科学／自然科学）

全学教育科目（導入／医療基盤） リハビリテーション基盤科目 理学療法専門科目 実習／演習系科目

ＤＰ１

人は人の中でこそ人として生きていけます。お互いがお互いの命や生きることの意味を大切
に思える心と感性、そのために必要な幅広い教養、そしてそれを対象者と共有することので
きるコミュニケーションを身につけます。

ＤＰ２

近代医療は”チーム医療”がとても重要です。各医療職の専門性はますます進化していきます
ので、今後さらに”チーム医療力”が病院・施設などの”臨床力”として特に重要になります。
自分の職種と他の職種のそれぞれの役割と専門性をきちんと理解し、患者と家族をチーム医
療力でしっかりとサポートできる能力を身につけます。

ＤＰ３

医学の進歩によって救命ができるようになり、また平均余命も伸びてきました。これから
は、健康を損なっている人、病気やけがで心身に障がいを持っている人たちが地域でその
人らしい生活を営めるように、保健・医療・福祉の各分野で活躍する専門職種が連携し
あって、地域全体で支援していくことが重要です。その視点を持って理学療法の専門的な
知識と技術を適切に提供できる能力を身につけます。

ＤＰ４

リハビリテーション専門職として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、
障害の発生が予測される人、さらにはそれらの人々が営む生活に対して、適切に対処できる
実践的能力を身につけます。

ＤＰ５

世界の、そして我が国の人口構成の変化、価値観の変化、文化や暮らしの変化、そして絶え
ず発展し続ける科学、そして医学。その中で私たちは常に人々の健康とより良い暮らしへの
ニーズに理学療法科学をもって応えていかなければなりません。その専門性をより広く、深
く、科学的に追究していくために、能動的に研修と研究を通して自己研さんしていける能力
を身につけます。

学
士
（
理
学
療
法
学
）
の
学
位
授
与
／
大
学
卒
業

理
学
療
法
士
国
家
試
験

学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ）

大

学

入

学

／

大

学

の

学

び



リハビリテーション科学部作業療法学科カリキュラムツリー

（2019年度以降入学生適用）  北海道医療大学　三方針
　入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） に基づき、入学から学位授与（卒業）までの『学び

　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） の過程』と、その『学びと仕事（作業療法士）への

　学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 繋がり』を表に示しています。
 ｝

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

英語Ａ

入学者受け入れの方針
（アドミッション・ポリシー）

高

校

卒

業

／

高

校

の

学

び

情報処理演習 生命科学

医療倫理コミュニケーション実践論

日本語の表現（選）多職種連携入門

社会保障制度論

リハビリテーション概論

生物学 基礎数理

運動科学演習Ⅰ・Ⅱ

解剖学Ⅰ・Ⅱ 生理学Ⅰ・Ⅱ

運動学Ⅰ・Ⅱ 医学概論

作業療法概論

生理学実習

臨

床

見

学

障がい者当事者論

内科学 神経学

人間発達学

病理学 整形外科学

公衆衛生学

臨床心理学

小児科学

身体機能評価学Ⅰ・Ⅱ

発達系評価学

解剖学実習

運動学実習

評

価

実

習

基礎統計学

多職種連携論

地域包括ケア論（選）

地域作業療法学

地域作業療法学演習

呼吸リハビリテーション学発達障害作業療法学

義肢装具学

老年期障害作業療法学Ⅰ・Ⅱ

作業療法研究法

作業療法総合講義

就業援助論

総

合

臨

床

実

習

Ⅰ

・

Ⅱ

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

全学教育科目（教養／健康・運動科
学／外国語／情報科学／自然科学）

全学教育科目（導入
／医療基盤）

リハビリテーション基礎科目 作業療法専門科目 実習／演習系科目

ＤＰ１

生命の尊厳と人権の尊重を基本とした幅広い教養、豊かな人間性、高い倫理観と
優れたコミュニケーション能力を身につけている。

ＤＰ４

関係職種と連携し、質の高いチーム医療の実践的能力を身につけている。

ＤＰ２

最新のリハビリテーション科学を理解し、保健・医療・福祉をはじめとするさま
ざまな分野において科学的根拠を有する専門技術を提供できる能力を身につけて
いる。

ＤＰ３

作業療法士として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、障害
の発生が予測される人、さらにはそれらの人々が営む生活に対して、地域包括ケ
アの視点から適切に対処できる実践的能力を身につけている。

ＤＰ６

社会の変化や科学技術の進歩に対応できるよう、常に専門領域の検証と、積極的
な自己研鑽および作業療法科学の開発を実践できる能力を身につけている。

学
士
（
作
業
療
法
学
）
の
学
位
授
与
／
大
学
卒
業

作
業
療
法
士
国
家
試
験

学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ）

大

学

入

学

／

大

学

の

学

び

精神医学Ⅰ・Ⅱ高次脳機能障害学

評価学概論

精神系評価学

日常生活援助学Ⅰ

評価学実習

作業療法技術学演習Ⅱ

身体障害作業療法学

精神障害作業療法学

高次脳機能障害作業療法学

ハンドセラピー

高次脳機能障害作業療法学演習

身体障害作業療法学実習Ⅰ・Ⅱ

精神障害作業療法学実習

発達障害作業療法学演習

職業倫理・管理学

作業療法研究セミナーⅠ

作業療法研究セミナーⅡ

英語コミュニケーションＡ

作業療法技術学演習Ⅰ

作業適用学演習

栄養学薬理学

リハビリテーション医学

画像評価学 日常生活援助学Ⅱ

音楽療法士コース科目

ＤＰ５

国際的および地域的視野を有するリハビリテーションの専門家として活躍できる
能力を身につけている。

科学技術社会と倫理（選）

生物学

物理学（選）

日本の文学（選）文化人類学（選）

経済学入門（選）

社会学入門（選） 医療の法学（選）

哲学入門（選） 化学（選）

英語Ｂ（選）

英語コミュニケーションＢ（選）

中国語（選） 韓国語（選）

フランス語（選） ドイツ語（選）

職業倫理・管理学

積雪寒冷地の生活と諸問題（選）

ハンドセラピー

医療数学入門（選）

医療物理入門（選）

医療生物入門（選）

物理学（選）

英語Ａ

哲学入門（選） 文化人類学（選）

経済学入門（選）

医療の法学（選）

化学（選）

心理学（選）

音楽理論 ソルフェージュ

器楽（鍵盤）

リハビリテーション概論
音楽療法（選）

音楽療法各論（選）

器楽（弦） 伴奏法

合唱 アンサンブル 音楽療法各論Ⅱ

即興演奏

教育相談（カウンセリング）

音楽療法総合演習

整形外科学 内科学 神経学

高次脳機能障害学

小児科学

精神医学Ⅰ・Ⅱ

リハビリテーション医学

国際社会福祉論（選）



リハビリテーション科学部作業療法学科カリキュラムツリー

（2018年度以前入学者適用）  北海道医療大学　三方針
　入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） に基づき、入学から学位授与（卒業）までの『学び

　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） の過程』と、その『学びと仕事（作業療法士）への

　学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 繋がり』を表に示しています。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

 ｝

英語Ⅰ(Ａ)

入学者受け入れの方針
（アドミッション・ポリシー）

高

校

卒

業

／

高

校

の

学

び

情報処理演習

生命科学 選択科目群

医療倫理 コミュニケーション実践論

日本語の表現 個体差健康科学

選択科目群

リハビリテーション概論

心理学 生物学 基礎数理

運動科学演習 選択科目群

解剖学Ⅰ・Ⅱ 生理学Ⅰ・Ⅱ

運動学Ⅰ 医学概論

作業療法概論

生理学実習

臨

床

見

学

英語Ⅰ(Ｂ) 選択科目群

メディカルカフェをつくる（選）

障がい者当事者論

運動生理学

内科学老年学

運動学Ⅱ

神経学

人間発達学

病態運動学

病理学整形外科学

公衆衛生学

臨床心理学

小児科学

選択科目群

身体機能評価学Ⅰ

発達系評価学

解剖学実習

運動学実習

評

価

実

習

選択科目群

基礎統計学

多職種連携論

地域包括ケア演習（選）

積雪寒冷地の生活と諸問題

保健医療福祉論地域作業療法学

地域作業療法学演習

選択科目群

発達障害作業療法学 義肢装具学

老年期障害作業療法学

作業療法研究法

総

合

臨

床

実

習

Ⅰ

作業療法総合講義

就業援助論

総

合

臨

床

実

習

Ⅱ

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

全学教育科目（教養／健康・運動科
学／外国語／情報科学／自然科学）

全学教育科目（導入／医療基盤） リハビリテーション基盤科目 作業療法専門科目 実習／演習系科目

ＤＰ１

人は人の中でこそ人として生きていけます。お互いがお互いの命や生きることの意味を大切
に思える心と感性、そのために必要な幅広い教養、そしてそれを対象者と共有することので
きるコミュニケーションを身につけます。

ＤＰ２

近代医療は”チーム医療”がとても重要です。各医療職の専門性はますます進化していきます
ので、今後さらに”チーム医療力”が病院・施設などの”臨床力”として特に重要になります。
自分の職種と他の職種のそれぞれの役割と専門性をきちんと理解し、患者と家族をチーム医
療力でしっかりとサポートできる能力を身につけます。

ＤＰ３

医学の進歩によって救命ができるようになり、また平均余命も伸びてきました。これからは、
健康を損なっている人、病気やけがで心身に障がいを持っている人たちが地域でその人らし
い生活を営めるように、保健・医療・福祉の各分野で活躍する専門職種が連携しあって、地
域全体で支援していくことが重要です。その視点を持って作業療法の専門的な知識と技術を
適切に提供できる能力を身につけます。

ＤＰ４

リハビリテーション専門職として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、
障害の発生が予測される人、さらにはそれらの人々が営む生活に対して、適切に対処できる
実践的能力を身につけます。

ＤＰ５

世界の、そして我が国の人口構成の変化、価値観の変化、文化や暮らしの変化、そして絶えず発
展し続ける科学、そして医学。その中で私たちは常に人々の健康とより良い暮らしへのニーズに
作業療法科学をもって応えていかなければなりません。その専門性をより広く、深く、科学的に
追究していくために、能動的に研修と研究を通して自己研さんしていける能力を身につけます。
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学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ）

大

学

入

学

／

大

学

の

学

び

作業適用学
精神医学Ⅰ・Ⅱ

高次脳機能障害学

評価学概論

精神機能評価学

日常生活援助学

評価学実習

作業療法技術学演習Ⅰ・Ⅱ

身体機能評価学Ⅱ

身体障害作業療法学

精神障害理学療法学

高次脳機能障害作業療法学

リハビリテーション工学

高次脳機能障害作業療法学演習

日常生活援助学演習

身体障害作業療法学演習

精神障害作業療法学演習

発達障害作業療法学演習

老年期障害作業療法学演習

職業倫理・管理学

作業療法研究セミナーⅠ

作業療法研究セミナーⅡ



（2019年度以降入学生適用）  北海道医療大学　三方針
　入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） に基づき、入学から学位授与（卒業）までの『学び

　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） の過程』と、その『学びと仕事（言語聴覚士）への

　学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 繋がり』を表に示しています。

リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科カリキュラムツリー

 ｝

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

英語Ａ

入学者受け入れの方針
（アドミッション・ポリシー）

高

校

卒

業

／

高

校

の

学

び

情報処理演習 生命科学

医療倫理コミュニケーション実践論

多職種連携入門

リハビリテーション概論

基礎統計学

運動科学演習Ⅰ・Ⅱ

解剖生理学Ⅰ・Ⅱ

内科学

音声学

医学総論

神経学

形成外科学

心理測定法

病理学

言語発達学

認知心理学

臨床心理学

小児科学

多職種連携論

言語発達障害学Ⅱ

臨

床

実

習

（

基

礎

実

習

）

臨

床

実

習

（

総

合

実

習

）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

全学教育科目（教養／健康・運動科
学／外国語／情報科学／自然科学）

全学教育科目（導入／医

療基盤）
言語聴覚学基盤教育科目 言語聴覚障害学教育専門科目 実習／演習系科目

ＤＰ１

生命の尊厳と人権の尊重を基本とした幅広い教養、豊かな人間性、高い倫理観と
優れたコミュニケーション能力を身につけている。

ＤＰ４

関係職種と連携し、質の高いチーム医療の実践的能力を身につけている。

ＤＰ２

最新のリハビリテーション科学を理解し、保健・医療・福祉をはじめとするさま
ざまな分野において科学的根拠を有する専門技術を提供できる能力を身につけて
いる。

ＤＰ３

言語聴覚士として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、障害
の発生が予測される人、さらにはそれらの人々が営む生活に対して、地域包括ケ
アの視点から適切に対処できる実践的能力を身につけている。

ＤＰ６

社会の変化や科学技術の進歩に対応できるよう、常に専門領域の検証と、積極的
な自己研鑽および言語聴覚療法科学の開発を実践できる能力を身につけている。
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学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ）

大

学

入

学

／

大

学

の

学

び

失語症学Ⅰ・Ⅱ
音声言語聴覚医学

発声発語障害学Ⅰ・Ⅱ

言語発達障害学Ⅰ

高次脳機能障害学

リハビリテーション医学

言語発達障害学演習

高次脳機能障害学演習

摂食嚥下障害学演習

言語聴覚ゼミナールⅠ

言語聴覚学総合教育科目

言語学

学習心理学 発達心理学

言語聴覚障害学概論

音響学

関係法規

耳鼻咽喉科学

精神医学

歯科学総論

口腔外科学

言語聴覚診断学総論

摂食嚥下障害学

失語症学演習Ⅰ・Ⅱ

聴覚障害学演習Ⅱ

言語聴覚学総論Ⅵ（選）

英語コミュニケーションＡ

言語聴覚学総論Ⅰ～Ⅲ

聴覚障害学Ⅰ

聴覚障害学演習Ⅰ

聴覚障害学Ⅱ

発声発語障害学演習Ⅰ・Ⅱ

ＤＰ５

国際的および地域的視野を有するリハビリテーションの専門家として活躍できる
能力を身につけている。

日本語の表現（選）

医療生物入門（選）

物理学（選） 生物学（選）

日本の文学（選） 文化人類学（選）

経済学入門（選）

社会学入門（選） 医療の法学（選）

科学技術社会と倫理（選）

哲学入門（選）

化学（選）

英語Ｂ（選）

英語コミュニケーションＢ（選）

中国語（選）

韓国語（選） フランス語（選）

ドイツ語（選）

言語聴覚学総論Ⅱ

地域包括ケア論（選）言語聴覚障害学概論

言語聴覚学総論Ⅰ・Ⅱ

発声発語障害学Ⅰ 摂食嚥下障害学

発声発語障害学演習Ⅱ

摂食嚥下障害学演習

言語聴覚学総論Ⅳ・Ⅴ（選）

物理学（選）

英語Ａ

心理学（選） 哲学入門（選）

文化人類学（選）

経済学入門（選）

医療の法学（選）

基礎数理（選）

生物学（選）

化学（選）

リハビリテーション概論

解剖生理学Ⅲ（選） 日本語学（選）

心理言語学（選） 生理心理学（選）

言語聴覚学総論Ⅰ

公衆衛生学（選）

内科学 小児科学 精神医学 神経学

リハビリテーション医学 歯科学総論

失語症学Ⅰ・Ⅱ 高次脳機能障害学

失語症学演習Ⅰ・Ⅱ

高次脳機能障害学演習

発声発語障害学演習Ⅱ

摂食嚥下障害学演習

国際社会福祉論（選） 言語聴覚学総論Ⅵ（選）英語論文購読（選）

研究法（選） 卒業研究（選）

言語聴覚学総論Ⅰ

英語論文購読（選）

研究法（選） 卒業研究（選）

社会保障制度論

言語聴覚ゼミナールⅡ（選）



（2018年度以前入学者適用）  北海道医療大学　三方針
　入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） に基づき、入学から学位授与（卒業）までの『学び

　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） の過程』と、その『学びと仕事（言語聴覚士）への

　学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 繋がり』を表に示しています。

リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科カリキュラムツリー

 ｝

３年次 ４年次２年次１年次

英語Ⅰ(Ａ)

入学者受け入れの方針
（アドミッション・ポリシー）

高

校

卒

業

／

高

校

の

学

び

情報処理演習

生命科学 選択科目群

医療倫理 コミュニケーション実践論

日本語の表現 個体差健康科学

選択科目群

リハビリテーション概論

統計学

運動科学演習 選択科目群

基礎人間科学

英語Ⅰ(Ｂ) 選択科目群

メディカルカフェをつくる（選）

言語聴覚学総論Ⅰ

解剖生理学

内科学

音声学

医学総論

神経学

形成外科学

心理測定法

病理学

言語発達学

認知心理学

臨床心理学

小児科学

選択科目群

選択科目群

多職種連携論

地域包括ケア演習（選）

社会福祉制度論

選択科目群

言語発達障害学特論

失語症学Ⅱ

臨

床

実

習

（

基

礎

実

習

）

臨

床

実

習

（

総

合

実

習

）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

全学教育科目（教養／健康・運動科
学／外国語／情報科学／自然科学） 全学教育科目（導入／医療基盤） 言語聴覚学基盤教育科目 言語聴覚障害学教育専門科目 実習／演習系科目

ＤＰ１

人は人の中でこそ人として生きていけます。お互いがお互いの命や生きることの意味を大切
に思える心と感性、そのために必要な幅広い教養、そしてそれを対象者と共有することので
きるコミュニケーションを身につけます。

ＤＰ２

近代医療は”チーム医療”がとても重要です。各医療職の専門性はますます進化していきます
ので、今後さらに”チーム医療力”が病院・施設などの”臨床力”として特に重要になります。
自分の職種と他の職種のそれぞれの役割と専門性をきちんと理解し、患者と家族をチーム医
療力でしっかりとサポートできる能力を身につけます。

ＤＰ３

医学の進歩によって救命ができるようになり、また平均余命も伸びてきました。これからは、
健康を損なっている人、病気やけがで心身に障がいを持っている人たちが地域でその人らし
い生活を営めるように、保健・医療・福祉の各分野で活躍する専門職種が連携しあって、地
域全体で支援していくことが重要です。その視点を持って言語聴覚療法の専門的な知識と技
術を適切に提供できる能力を身につけます。

ＤＰ４

リハビリテーション専門職として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、
障害の発生が予測される人、さらにはそれらの人々が営む生活に対して、適切に対処でき
る実践的能力を身につけます。

ＤＰ５

世界の、そして我が国の人口構成の変化、価値観の変化、文化や暮らしの変化、そして絶えず
発展し続ける科学、そして医学。その中で私たちは常に人々の健康とより良い暮らしへのニー
ズに言語聴覚療法科学をもって応えていかなければなりません。その専門性をより広く、深く、
科学的に追究していくために、能動的に研修と研究を通して自己研さんしていける能力を身に
つけます。
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学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ）

大

学

入

学

／

大

学

の

学

び

失語症学Ⅰ

音声言語聴覚医学

成人聴覚障害学

言語発達障害学

高次脳機能障害学

成人発声発語障害学

小児発声発語障害学

リハビリテーション医学 言語発達障害学演習

小児発声発語障害学演習

成人発声発語障害学演習

言語聴覚ゼミナールⅠ

言語聴覚学総合教育科目

言語学

学習心理学

発達心理学

言語聴覚障害学概論

音響学

関係法規

耳鼻咽喉科学 精神医学

歯科学総論 口腔外科学

言語聴覚診断学総論

選択科目群

言語聴覚学総論Ⅱ

摂食嚥下障害学

失語症学演習Ⅱ

聴覚障害学演習

選択科目群

言語聴覚学総論Ⅲ

言語聴覚学総論Ⅳ

選択科目群


